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加 工型畜 産 と飼 料 メ ーカ.一の展 開
一1950年 代～70年代 を中 心1:::1一… 一
上 長
は じ め に
戦後 日本 の畜産業は,戦 前期 における役畜 ・軍馬中心 の零細かっ農家副業的
な形態 を一変 し,総 合商社や飼料 メーカーな:どのアグ リビジネスによる利 潤追
求の場 に作 り替 え られ る ともに,い わゆ る 「加工型畜産」形態へ と姿 をか えた。
政 府の飼料 ・畜産政策は,こ の加工型畜産の形成 にあた って と りわけ大 きな役
割 を果た した とい える。他方 で,戦 後 の加工型畜産 の形成過程 が,同 時に配合
飼料産業 の育成で もあ った ところに,い まひ とつの特質 を見出す ことがで きる。
しか し,こ の飼料 ・畜 産政策,加 工型畜産の形成,配 合 飼料産業 の育成 とい う
三位一体的 連関は,1980年代 におけ る米国か らの・…:=;.肉輸入 自由化攻勢や穀物 メ
ジ ャー,カ ーギル社の 日本での飼料工場新設等 測:=.よって、大 きな転換点 を迎
えてい る。牛肉 をは じめ とす る畜産物輸入 自由化のなか で1政 府サイ ドにお い
て従前 の畜産政策 ばか りか飼料政策 の手直 しに迫1;1旨れ てい るだけで な く,畜 産
農家 ・企業 や飼料 メーカー も新た な経営対応 を行わ ざるをえ.なくなってい る。
この80年代の転換 を分析 ・評価 しよ うとす るな1:1:ば,戦後 日本 の飼料 ・畜産
政策,畜 産業お よび飼料産業 の展開 を,そ の相互関係 に着 目しなが ら整序す る
ことが不可欠 である。本稿 の課題 は,こ の ような視点か ら,上 述 の三位一体 的
連 関の展開過程 を,戦 後ユ970年代 までを対象 に跡づけ るところにある。 とはい
え諸 彦 を含 む戦 後 躰 麟 の展 開過程 は,自 ・　・1副内に洲 ・る経済政策 と産業
との相 互 関 係 のみ で は規 定 で きない もの で あ り,1:1…1国の食 糧戦 略 との関 係 もみ
す え なけれ ぼ な らな い。 また,飼 料 産 業 につ いて は,メ ー ツ:1一だ けで な く総 合
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商 社 の果 た す 役割 も無 視 す る こ とは で 諭
要 な限 りにお い て,米 国 の食 糧 戦 略 や総.1
とお も う。
い1…II・6号
d:.い.。した が って本 稿 では,行 論 で必
≡i:」商社 の経 営戦 略 に も言 及 して み た い
1統 制撤廃 と加工型畜産の制度的枠組 みの形j戊一1950年代一
1.飼料 ・畜産政 策
終戦直後 の統制経済下 では,配 合飼料li
す るとい う状態 であったが1),1950年に;{
に よる飼料 穀物輸入が再開 された。お り;{
農家創設特別措置法 な ど畜産振興 諸立法:{
しか し,安 定的 な飼料供給 を目的 として樹
安 定法 と略)は 輸入飼料原料への依存 をお
か ら,飼 料 の国内自給体制 を確立す ると.L
穀物の輸 入統制撤廃 と需給安定法制定 をi
開 され る とともに承認工場制度が発足 し,
じまる。
需給安定法では,飼 料用麦類だけ では7
ソルガ ム,大 豆,大 豆油粕,脱 脂粉 乳,1




ぼ もとつ く政府買 い入れば輸入量の うち
法 な ど輸入飼料原料 に関わ る諸 立法 が…劉
飼料原料 に しめ る輸入量の比率 は1960年・i
…i業}.土全 国 で9っ の工 場 で細 々 と操 業
;:1・..ブ⊂飼料 統 制 が 撤 廃 され,民 間 貿 易
;り の食 糧増 産 政 策 の一環 と して有 畜
:ド制 定 され,有 畜 農 家 が 奨 励 され た。
i愉1…:芭:され た飼 料 需 給 安 定 法(以 下 需 給
幽』提 と して お り
,農 業 基 本 法 制定 以前
・.う姿 勢 は弱 か った とみ て よ い。 飼料
i…惹けて,戦 前 以 来 の保 税 工 場 制 度 が 再
輸 入 依存 型 配 合 飼料 産業 の復 興 が は
::.::1,飼料 用 α)ふす ま,ト ウモ 百 コ シ,
i:、.、伯,魚 粉 等 々の輸 入 に関 して も,そ
,、を政 府 が 計画 に基 づ い て行 え る 旨定
闇:慕料 に し め る 輸 入 の 比率 が低 く2〕
...める配 合 飼 料 の 割合 も低率 で,1955
.こ二と どま った。 この 時期 の需 給 安 定 法
娼則 を上 回 る高率 で あ った。 需 給 安 定
i…i…iどなって 輸 入は 急 速 に拡大 し.濃 厚
.こは31%に 上昇 す る。 配 合飼 料ρ 割 合
1)浅 海 一 富.r飼料 産 業 発 展50年 史』,1975年,3.9べ.一.一ジ 。
2)同 上 書,第1部,第2部 。
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も単体飼料64%,配合飼料36%になった。
保税工場や承認工場制度は,輸 入原料 の減免税 を利用 した配合飼料 産業 育成
策 としての性格以外 に,同 じ飼料用原料で も単味.1:型三座う昔が購 入 しようとした
り,販 売業者 が買い付けて単体 で流通 させ よ うとすれ ぼ課税 され るとい う特徴
を もって いる。後者 の点は,後 に(1976年)自li;…::i:1巳合奨励のため制度改正 され,
自家配合飼料原料製造工場 に も承認工場 と同 じ優遇措置が とられ るようになっ
たが,長 い間 自家配合飼料 の道が事実上閉 ざされ.1::いたわけであ り,承 認工場
制 度は畜産農家 よ りも配合飼料 メー カーの利益 を保障す る性格 を もっていた の
で ある。
2.配合飼料 産業発展の外的要因
ユ950年代以降,飼 料輸 入の急速な拡大が見 られ:　=が,その要 因 には,MSA
協 定(1954年)によるア メ リカ産穀物 の大量輸 スの道 が確保 された ことが大 き
い8〕。 また需給安定法 による政府買い入れ の際 に::庫:接業務 にあた ったのは,指
定 総合商社 であ り,戦後 のアメ リカの援助用穀物 フ:)輸出業重着に穀物 メジ ャーが
携 わ り,後 に グロ ・ーバルな展開 をお こな う契機 とな った ことと共 通す る点がみ
られ るこ とに も注視すべ きで あろ う。ユ960年代以降 の総合商社 に よるイ ンテ グ
レーシ ョン形態4)をとっての畜産部 門へ の進 出は,需 給安定法下 の政府指定総
合 商社 とい う地位 の確保 が条件 の一つ となってい1…1のであ る。
3.1950年代 の 畜 産 経 営 の 特 徴
1950年代 前 半 ま で は,各 農 家 に有 畜 農 家 創 出:1　…[1:=し『了=.家畜 保 有 を奨 励 し て
い た 時 期 で あ り,目 立 っ た 専 業 的 畜 産 経 営 確 立 の 働 き は み られ な か っ た 。 例 え
ば こ の 時 期 は 「畑 作 地 帯 に お い て は,相 対 的 に よ:{:〕多 くの 乳 牛 が 飼 養 」5)さ れ
3)MSA協 定な どにみられるア メリ九 食糧戦略についorlll.;:ヒ2.中野一一新 「農産物世界市場 とア 茎
リカの食料戦略」久野重明,暉 峻衆三,東 井正美(編)『 現代 日本の農業問題』,1982年,第ユ編・
第1章 に詳 しい。
4)イ ンテ グレーシ巳ソの展開については,吉 田 忠 『畜配経済の流通構造d,1974年が詳 しい。
5)松 尾幹之r増 補版畜産経済輪』,1968年,231ページ。
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て い た が,「 大部 分 は野 草,残 滓 物 を利 、
ろの 副 業酪 農 の段 階」6)・にあ った の であ
料 を入 手 しや す い 漁 村 にお い て も最 も高.
い え る状 況 で は な か った 。 飼料 原料 輸 入{
創 出政 策 の一 貫 と して草 地 開 発 に よる 前
農 家 戸 数 は,乳 用 牛13万5千 戸(:L950年:
万 戸(1950年)から240万戸(1956年)に.;
(1959年)へと増 加 した時 期 で あ る。
;3.FEi●6」号
:li:し,耕 地 の 一 部 を 飼 料 圃 に さ く と こ
あら
ξ旨:、養 豚 をみ て も,魚 の粗 の よ うな飼...
・導.入.を.みて お り7)およそ専 業 畜産 と
1;:増加 傾:向に あ った もの の,有 畜 農 家
陰飼料 生 産 カミ奨 励 され,飼 養 畜種 別 の
〕.から41.万戸(1960年),股 肉用 牛199
・,　加,豚416万戸(1950年)か ら94万戸
II基 本 法 農 政 と加 工 型 畜 灌iilの確 立一 一一1960年代 一
1.選択的拡大 を柱 とした基本法農政
1961年に公 布 され た農i業基本法 には じ
稲 単作か らの脱却 を柱 に進 められ,畜 産
た。畜産 の大 々的な拡大が農 政の重要 な
振興法 改正,1960年の養鶏振興法1962年
1950年代 に制定 された一連 の畜産関連立.
産振興の土台 となる飼料供給 を,国 内 自





・ii.三のひ とつ にす えられ,1959年の酪農
:;:味蕾改 良.増殖法 による目標公 表な ど,
法が改正1・制定 され てい った。 この畜
給 では な く輸入飼料 穀物 に依存す る制
1.1.952年の飼料需給安定法 の制定 には
2.飼料政策
農 業基本法制定 とほぼ時期 を同 じ.くし.
ロコシが1960年,大豆が1961年,に.相次
よ る配 合飼料生産拡大 とそれに よる畜産
立 が進め られ 。い。た.と も見逃 滋 ・、
.て、配 合 飼 料 の主 要 原 料 で あ る トウモ1
、・で 自由イ.ヒ,され た。 また,輸 入飼 料 に
(..)拡大 と.ならん で,食 肉輸 入体 制 の確
な らな い。1958年の会 肉輸 入 協議 会 の
6)同 上 書,232ベ ー ジ 。
7)同 上 書,237-238ペー ジ。
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結成,1961年の食 肉輸入 の開始,畜 産物輸入 を前提 と1..,公的機関 による輸入
畜産物 の売買操作 を通 じて 「安定供給」 をお こ=なうフ㌃::.めの畜産丑座興事業団の設
立 がそれ である。飼料分野 においてはすでに輸 入依ilii…型 の供給体制b"1950年代
に形成 され つつあ ったが,飼 料原料 の輸入 自由化 と畜産振 興:事業 団の設立 を も
って,加 工型畜産体制 が完成 した とみて よか ろ う。
配合飼料産業 は,農 業 政策だ けで なく通産省所管 の産業政策:こよって も成長
が促進 され た。配合飼料産業 は1961年に 「企 業合理化促進法」 に もとつ く重要
産業 としての指定 を受け,1968年には 「中小企 業近代llヒ促 進法」 に基づ く指定
業種 として認 可 され た。 これ により,配 合飼料産業は金融 と税制両面 で優遇措
置 を受 け,施 設の整備 と充実,集 中化,大 規模化が進 展す ることにな る。 高度
経済成長政策 によって推進 された大規模 コソビナー レ1こ1配合飼料産業 も参 加 し
てい った。 食 品工業 懇談会 による 「食品工 業団地形 成 の誘導 について」,食 品
工業合理化研究会 による輸入穀物サイ ロの提言,新:全総 な どはil混合飼料の集約
化 を立地面か ら政策 的に推進 した ものであ る、新全総:では大規模畜産基地 開発
プ ロジェク トを盛 り込 んで,畜 産の主産地 形成 を展望.ノた地域集約化 を計 画 し
てお り,配 合飼料工場立地 の集約化 を促進す る役割 ・i…1ゴ果 した。配合飼料工場 は.
1960年代前半 までは増加傾向 にあ ったが,そ れ 以降li:iミ横這いであ る。企業数 も
エ960年代後半以降は横這 いである,(:第1:表)。他方 て:::1:場の大規模化が進行 し,
1工場 当た りの生産量は1955年度の5700トンか ら7311::1二{:D72400トンへ と増加 し,
















(出所)浅 海 一 富 『飼 料 産 業 発 展50年史 』,ユ975年,316ペー ・.:..ン.:.=り作 成 。
.3飼 料 メー カー の動 向
1960年代 の配 合 飼 料 の 特徴 点 を50年代 との比較 で;::1・.ζ1と,単体 飼 料 か ら配合
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第3裏 濃 厚 飼料 にお け ～i…;1単.体・配 合別構 成 比(単 位=%)
1955
配 合 飼 料













(出所)浅 海一富r飼 料産業発展50年史』,].975年1128べ一・ジよ り作成。
第4表 濃 厚 飼料供:給源の撚 移(単 位=劣)
1955 1965 1975
国 内 原 料










(出所)1)浅 海 一 富 『飼 料 産 業 発.展50年.1.1…』, 975年,128ペー ジ よ り作 成 。
2)全 農 『くみ あ い 飼 料 要 覧198.丁重.F版』,1987年、74ベ ー ジ よ り作 成 。
飼 料 へ とい う傾 向 が顕 著 であ り生 産 量 で
442万2千 トンの うち 単体 飼 料389万9千:
(12%)であ った の が,1964年には 濃 厚
体 飼料361万1千 トン(32%)配 合 飼料lll
は完 全 に逆転 した(第3表)。 飼 料 の種ll
向 が顕 著 とな り,1960年を境 に粗 飼 料 と1
飼 料 の供 給源 で は1955年当時 は 国 内産97.;
は逆 転 し,以 後 一 貫 して輸 入 量 の比 率 が.
畜 産 イ ンテ グ レー シ ョンで は,総 合商1
て直 営 生 産 を行 う場 合 と,農 家 との 間 でi
れ にせ よ 自社 の飼 料 を使 用 して肥 育 し,/
漲 る と,1955年に は濃 厚 飼 料 供 給 量
団 〆(88%)配 合 飼料 は52万3千 トン
飼 料 供 給 量1,:L10万7千トン の うち単
::「㌦・:19万6干トン(68%)と 両 者 の位 置
1:i'・.3ぽ粗飼 料 か ら濃 厚 飼 料 へ とい う傾
・劃享飼 料 の 供糸含比 率 が 逆 転す る。 濃 厚
i…1{∴1外国9%で あ った のが,1965年に
、ご僻 す る1::とにな る(第4表)。
{…:.:系列 の飼 料 傘 社 が 扱 う飼料 を使 用 し
i:1…産 契 約 を詰 ぶ場 合 とが あ るが,い ず
=::.上が った 家畜 を販 売 す る とい う方 式
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で あ り,畜 産 にお け る資 本 主義 的諸 関 係 が 徐 々に醸嵐 され て い った とみ て よい。
こ う した飼 養 方 法 は ア メ リカで1930年代 に開発 され7iζ:1もの で あ り8),日本 で も
60年代 に総 合 商 社 が ア メ リカ資本 と合 弁 会社 を設 立L.・一一一一三 井物 産 が 日本 アパ
ー エ ー カ ー社 を合 弁 で設 立(1965年),伊 藤 忠商 事 が ・ ップ ジ ャパ ン社 を合 弁
で設 立(1965年)一 》 種 鶏 や種 豚 もア メ リカで 開.iil…1され た飼 料 効 率 の 良 い 品
種 が 導入 され,配 合 飼 料 も成分 指 定 され た もの を使用 す る よ うに な った 。人 工
的 に開発 され た 品種(特 に鶏)は 一 般 に虚 弱 なの で.1飼料 成1分の 微 妙 な違 い で
も死 亡率 や憎 体 率 に大 きな影響 が現 れ る場 合 が 多 い か らで あ る。 ま た,総 合商
社 は こ う した家 畜 の 特性 を生 か して種 鶏 や種 豚 と飼1:シ・とを畜 産農 家 に ワンセ ッ
トで売 り込 み,事 実 上 の契 約生 産農 家 と して包 摂 して:.いく。
最 もイ ンテ グ レー シ ョンが進 ん で い るブ ロイ ラ ー生産 の場 魚 種 鶏,資 材,
飼 料,出 荷,そ して食 肉加 工 にい た るす べ て の分 野:1:総合 商 社 や そ の 系 列 企
業 が 担 当す る とい うシス テ ムがプ わ が 国 で もす で に 完 成 さ れ て い る。 総 合商
社 に よ るイ ンテ グレ ー シ ョンの例 で ば,伊 藤忠 商 事 の霞 ケ浦;畜産一 養 豚一
(1960年),住友 商事 系 列 の鬼怒 川 農 場 一 一養 豚 ・プ ・:イラ …一一一.(1967年)な
どが あ る。
4.加工型畜産確立 による家畜飼養方法の変化
配 合飼料生産が急増 した この期 は,施 設利用型蓄蔵へのは`・き りした転換 が
あ らわれ,企 業型経営が発生 して くる時期 であ る。1;』1下番種 別に この変 化 をみ
てい こつ。
i.酪 農(都 市搾乳業か ら多頭型酪農の形成へ)
戦前は購入飼料 に全面 的 に依存 した都市搾乳業者1.::.よる乳拝1飼養がめだ って
いた。戦後は,こ うした都市酪農 とと適 に一時期,:水田酪農等カミ模索 されたが,
60年代にはい ると,北 海道 で草地開発 による放 牧酔 臥が本手目的 に導入 された。
8)宮 崎 宏 「畜 産 イ ン テ グ レー シ5ン と市 場 再 編 成 」 吉 田寛 一一・他(編)『 畜 産 物 の 消 費 と流 通 』,
1986年,241ペー ジ。
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当初 は このよ うに本州で も北海道 で も自i
族労働 に依存 しつつ多頭型酪農 を展開す
だいに購 入飼料への依存 をつ よめてい っ:
11.肉牛(薬 餌利 用 ・土地利 用型飼養
に よる肉牛生産へ)
戦前ば役畜用が主 であ り院生 を食用 に.:
役畜か ら肉用牛生産 に特化 していき,60・
る乳牛副産物 としての乳雄 の肉用牛化 に
産頭数は飛躍的 に増加 した。 日本の肉用・
た め一頭当た りの飼料供給量が多 く,購
る。
111.養豚(残 滓 養 豚か ら購 入 配合 飼 料
従 来 の残滓 養 豚 か ら配 合 飼 料 依 存 へ の:
基 盤 の必 然性 を失 い,ま た,都 市 周 辺 で
相 ま って,生 産地 は しだ い に遠 隔地.へど
経 営 は,零 細 な繁 殖 経 営 や肥 育経 営.が中、.
経 営規 模 も大 型化 し,一 方 で子 豚 生.産(.
の 専.門化,が 進 ん で きた。 他 方 で・子.豚生.
に よ る多頭 化 に よ って,1965年か ら73年.
拡 大 と飼 養 農 家 戸 数 の急 減 とが 平行 して
1V.養鶏(庭 先 養 鶏か ら大 規 模企 業 養.
採卵 鶏 で は,50年 代 前半 まで は農 家 の
った が,50年 代 後 半 以 降 に な る と専業 的
「飼 料 の 共 同購 入,鶏 種 の統 一一,鶏 卵 の





　i…飼 料 に よる酪農 が推 進 され た が,家
・:iil::二は,liil給飼料 で は限 界 が あ り,し
た::1:,
に:.よる役 畜 生 産 か ら購 入 配合 飼料 利 用
….1':1現して ～、・たが,機 械 化 の進 行 に よ り,
:!::=代:鋒半以 降 は さ らに酪 農 の発 展 に よ
1よ:'.フて素 牛 の不足 を補 充 し,肥 育 牛 生
!:二・:・生産:は,諸 外 国 よ り肥 育期 間 が 長:い
.:1..配.合飼料 依 存 率 は 高 くな りが ちで あ
i…il…i豚へ)
飼養形 態 の変 化 は,都 市 周辺 で の飼 料
〔:;=.1.畜産公害 の発 生,地 価 の 高騰 な ど と
ii　黝 して い った。1955年頃 ま で の養 豚.
:.}であ った が,高 度 経済 成長 期 以降 は
:.i一:L取り経 営)や 肉豚 肥 育(肥 育経 営)
産 か ら肉豚.肥育 ま で の一:貫経 営 の普 及
の オイル シ ョ ックま での期 間 に,規 模
11.・つた.9)。
鶏.へ.)
副 業 的 ない わゆ る庭 先 養 鶏 が 中 心 で あ
な 「'集団養 鶏一1が始 ま った。 これ は,
共 同販売 とい う流通 面 で の共 同化 に よ




20～30万羽 の 団 地 を形 成 した。1960年代以 降 はr団 地:型集 団 養鶏 」 が 現 れ る。
これ らは 「新 地 の区 画整 理 に よ り,土 地 を集 団 化 し.た:り,共有 地 に養 鶏 家 が進
出 した り,土 地 購 入 に よ って一定 の土 地 に鶏 舎 をな らべ,飼 料 工場,大 難育 成,
出 荷施 設 な どを集結 した もので,飼 料 や雛,卵 な どの 流通 上 の利 益 に 加 えて,
鶏 舎や 飼 養 基 準 の統 一 化 が容 易 で あ り,生 産一ヒの禾1」;1:1….が得 壕)れる よ う に な っ
た」11)これ らは 「ヌカ ・ム ギ類 の利 用 の放 棄 の うえにす す んだ こ とで,わ が 国
小 農 の もつ構 造的 問 題 を回避 し,輸 入飼 料 依 存 型」1,1方向 に進 む こ とに な った。
この よ うな飼 養 方 法 や経 営方 法 の変 化 は急 速 な:増羽 〔∂た め には:土地 利 用型 で は.
な く,購 入飼 料 依 存 型 に な らざ る を えず,こ うした潜 産 事情 が.また 飼料 メー カ
ーや総 合 商 社 に よ るイ ンテ グレ ー シ ョ ン化 を発 展 さ七 るA;盤とな って い くの で
あ る。
ブ ロイ ラ ー生 産 は,総 合 商社 主 導 に よ って1960年代 に形成 され た加工 型 畜 産
の典型 と もい うべ き部 門 であ る。 前述 の よ うに原 種 鶏 の輸 入 や,そ の た めの総
合 商社 と外 国系企 業 との合 弁 会 社 の設 立 な どが盛 ん に お こ なわれ た。 外 国雛 輸
入 で は,総 合 商社 系 を始 め とす る飼 料 メー カ ーが,・..河ン ライ ン系一 日清 製
粉 ス トー ン系 日本 農 産,デ カル ブ系一一一協 同飼 料 ・日魯 漁 業 ・中部 飼 料
な ど,キ ンバ ー系 一 大 洋漁 業 ・協 同 飼料 な どの よ うに率先 して導 入 をはか っ
た18㌔
この 時期 を要 約 す る と,家 畜 飼 育 の た め の牧草 用:iili:地の開発 は 副次 的 な こ と
に と どま り(そ れ で もわ が国 の草地 面 積 は1960年頃 〔:}=:・約8万ha .か ら1980年現
在58万haに まで 拡 大),極 言 す れ ば 飼料 の購 入 量 さ え増 や せ ば規 模 拡 大 は 容
易 に行 え る体 制 が 固 め られ て い った の で あ る、,事実,立 地 条 件 の異 な る北 海 道
を のぞ く と,経 営 規模 の大 きな畜 産 農家 ほ ど購 入飼 料 巨1:二依 存 す る率 も総 じて 高
くな って い る。 ま た,家 族 労 働 力 で 牧草 用 草地 の管i蟄を行 い か っ数百 頭規 模 の





配 合 飼料 を大 量 に消 費 す る形 態 での規t;
生 産 の ウエ イ トが年 ご とに増 加 して い{
】:II輸入 自由 化 攻勢 と配 合 飯
1.飼 料 ・畜 産 政策
70年代 前 半 ば,飼 料 原料 で あ る輸 入 　i
幅 な輸 入 拡 大 に よ って,い わ ゆ る"畜 、li
年 の20万4千 トンか ら73年の47万2千1
で推 移 す る。 この背 景 には78年の 日米:ll
日牛 肉 自由化 攻 勢 が あ った こ とは 明 白て
と,牛 肉 と乳 製 品 以 外 の畜 産 物 の 自由・1【
豚 は 畜産 振 興 事 業 団 の買 い入 れ に よるiii
増 羽 抑制 政 策 な どに よ り 一定 の市 場 管i〔
有 力 作 目の一 つ で あ った 畜 産 で さ え原 貝
進 され た 選択 的拡 大 の柱 の ひ とつ であ'、
大 に抵 抗 して積 極 的 に振興 政 策 をは か ・li
加 工 型 畜産 を振 興 す る こ.とに と どま つえ
i;4.15・6・弓.
　;拡大 が急 速1こ進 み,.企業 的経 営 に よる
::1ノ:.:。
料 産 業 再 編一 一1970年代一
、物 価 格 の 高騰 畜産 物 の 生 産過 剰 と大
i{危機"が 進 行 した。 食 肉 輸 入 で は,70
・ソへ と急 増 し,以 後79年ま で この水 準
i…:京.会議 に.みられ た よ うな ア メ リカ の対
:繍)る,.畜産 物 の市場 開放 の 状況 をみ る
::::;;':71年ま で に ほぼ 完 了 して い る(但 し,
l ll…三価 格 帯 政 策,鶏 卵 は行 政 指 導 に よ る
、:、政 策 が と られ て い た)。 選 択 的 拡大 の
、.1;{由化 で あ り,基 本 法 農 政 に よ って推
1:;1::二審 産 業に対 して 自由化 や 輸 入枠 の拡





政 府 操 作 量



















(出所)全 農 『 くみ あ い 飼 料 要 覧1990年版 』,].i;}1:　:1年,197べ・一ジ よ り作成 。
70年代 の飼料政策 の大 きな変化 としては,第 一に.,飼料需給安定法 の形骸化
が進行 した点 である。麦類以外の飼料 原1斗に.関しては,69年までに政府 による





の よ うに,60年代 に急速 に飼料 原料輸入が増 加す る一一.・方で政府操 作率は減 少 し,
主要 原料 である トウモ ロコシ,大 豆 は絶対 的に も減 少 して㌦、・つた。 これは,輸
入 を前提 としっっ も需給安定のために政府 が買い入れ るとい う同法 の 目的 を事
実上放 棄 し,輸 入飼料原料 の大半 を企 業の"市 場 原1…1…1"にまかせ る方向が決定
的 になった ことを意 味す る。 この結果政府操作飼料 は1ふ すま増産用小麦,配
合用小麦,単 体用大麦,配 合用大麦 の4種 類 のみ とゴ;:ン,た。謀二 に,承 認工場
制度 を利用 した配合飼料保護政策 を一層強化 した こと.があげ られ る。配合飼料
の 「承認工場」認定 は大蔵省 の所管 であるが、 申謝1;農水省 の 「推薦制」 にな
っている。ユ969年の次官通達 は この配 合飼料工場 の[.'事前届け」 と 「事前審査
基準」 を厳 しく適用 し,既 設工場 を廃止 しなければ新設工ち碁を認 めない内容 に
なってお り,既 存施設 をもつ企 業 のみに操業 を容認L.噺規参入 を担F除す るこ と
を意味 していた14)。
1972年以降 の飼料 穀物価格 の大幅な値上げ による配合飼料価格 の高騰 に対 し,
商系 メーカーは積立 方式 に よる基 金制 度を発足 させ,国 は この基金 を支援す る
た め配合飼料安定基金制 度 を創設 させた。基金制度の仕組 みGal::,海外か らの原
料価 格が高騰 した際 に,国 と団体(全 農系,全 酪 連系,商 系:)が積 み立 てた基
金 を取 り崩 して,急 激 な価格上昇 を抑 制す るよ うに補填金 をiqす制度 である。
価 格安定基金制度は,配 合飼料産業 を優遇す る性 格;…1:四あわせ もっていた。 この
制 度では トウモ ロコシの含有比率 が高い二種混合飼料は対'象に.なってお らず配
合飼料 のみが対象 とされて いる。本来 トウモ ロコシの比率 が高い二種 混合飼料
の方 が,価 格の変動 が激 しく,価 格安定制度が よ り.必要 とさントしるはずだが,二
種 混合飼料は主 に零細 メーカーで生産 されてお り(製 造方法 が単純 で原価 が判
明 しやす い うえ利益率が低 いため,大 手配合飼料 メ 一ー..カ一ーは生産意 欲 に 乏 し
い),安定基金 の対象にはな ってい ない15)。
安定基金制 度以外 には当時提案 された具体策 は,① ア メ リカか らの安定供給.
14)平 井 次 郎 『エ サ の 配 合 』,1988年,49ベー ジ。
15)同 上 書,31-32ペー ジ。
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②輸 入先 の 多 元 化,③ 開 発輸 入,④ 飼 料穀 物 の備 蓄,⑤ 大 麦 ・大豆 お よび飼 料
作物 の生 産 振興,で あ った。 この 対策 に よ って麦 作 は増 加 したが,転 作 作物 と
して の導 入 とい う意 味 あ い が強 く,配 合 飼 料 の 中心 をなす トウ モ ロ コシ,マ イ
ロな どは考 慮 され ず,結 局 は従 来 の海 外 依 存 型飼 料 政 策 の限 界 か ら脱 しきれ な
か った。
2.飼料 メーカーの動 向
i.原 料価格高騰 と"畜 産危機"の 裂
石油 シ ョックと高度経済成長の終焉.
によ り規模拡大 を追求 した多頭飼 育縮
じた。いわゆる"畜 産危機"の 発生 で:
一も停滞期 に入 る。総合商社 は,穀 物ll
定的調達 を企図 して海外進 出 を積極的}
輸入政策 が この傾向 に一一層拍車 をかけフ
iii.イ≧飼 料産 業 へ の 影響
{iご背 景 に、70年代 は,配 合 飼 料 価 格 高騰
li…iしが 行 き詰 ま り,そ の うえ過 剰 生 産 が生
振5。 畜 産 不 振 を うけ て配 合 飼 料 メ ー カ
'ー櫓急 騰 を き
っか け に,飼 料 用 穀物 の安
::::推進 した:(第6表 参 照)。 政 府 の 開 発
1..:1)
第6表 飼料 ・畜産部門におけ'る総 合商社,全 農の海外進出事例
三 井 物 産
伊 藤 忠 商 事
丸 紅
全 農
ユ ナイ テ ッ ドグ レイ ン社 買収(69年)
韓 国 に ブ ロイ ラー会 社設 立(.ID年)
西 オー ス トラ リア に肉牛 生産..会社 設 立.(71年)
イ ン ドネ シア で配 合 飼料 の:;　1:11.巨生 産 をi始(73年)
ガル フ ・コース ト ・グ レイ:'.紀,ラ・プ ラー ス エ レベ 一夕 一社 を設 立
(ク ック社 か ら買 収)(78年.::}
西 オ ース トラ リア に合 弁 で[.'アバ デ ィ ・ー.・ン ・フ イー ドロッ ト社 進 計 画
を進 め る(72年)
丸紅 ア グ ロイ ンダ ト リア ル 〔::.:;ア5年:)
ア メ リカで ゼ ンノ ウ.・グ レ..イ.ノ社 の操業 開 始(80年)
(出所)r総 合商社年鑑』,r日本経済新聞』等.を.:髪…照 して筆者作成。
養鶏(採 卵鶏)部 門での過剰生産 の厚田 をみ ると.,「大規模 システム養鶏」
によるところが大 きい。 この生産形態 は,養 鶏団地の中に生産棟 と出荷 包装施
加工型畜産 と飼料メーカ 一ーの展「ll旨i(353)157
設(GPセ ンタ ー)を 連 結 した 「シス テ ム養 鶏 団地 」 とい う形 態 であ り,一 人
あ た り管 理 羽 数の 大 幅 な増 大 が 可能 とな った16)。
この時 期 には臨 海 工 業 地 帯 へ の配 合 飼料 工 場 建 設:i;.:盛:んに:腔に なわれ,70年
代 後 半 に は80年代 後 半 以 降 に配 合 飼 料産 業 界 で大 きな.焦点 とな る青森 県 八 戸 と
鹿 児 島県 志 布 志 の飼 料工 業 団地 計 画 が 浮上 した 。
iL全 農 系,商 系 の競 争 と協 調
配 合 飼 料 市場 にお け る シ ェアは全 農 系 メ ー カ ーの 「.くみ あ い飼 料」 が4割 近
くを しめ,残 りを商 系 と全 酪連 な どの専 門農 協 系 で わ け あ う とい う構 図 に な っ
て い る。 そ の うち商 系上 位9社(う ち総 合 商 社系 が 、i…社)の シ ェア は,配 合 飼
料 総 出荷 量 の38%(81年)で あ る。
価 格 面 で は,最 大 の シ ェア を占 め る全 農 系 メ ーカ ・…の 「.くみ あ い飼料 」 が プ
ラ イス リー ダ ーで あ り,価 格 改定 の際 には,い わ ゆli…横 並 び とい う事態 が生 じ
て い る うえ行 政 当局 に対 し事 前 の報 告 を行 う こ とが慣 習 化 して い るm。 これ は
事 実上 の カル テル の設定 と行 政 の"暗 黙 の 了解'の 存 在 を示 した もの で あ る。
他 方 で,配 合 飼料 メ ー カー間 の 価格 競 争 は 大 口対 策ii…iiilとい う形 態 で あ らわれ る。
配 合 飼 料 の定 価 ほ横 並 び であ るが,個 別 畜 産経 営 者 とのi交渉 現 場 では,大 口需
要 家 に対 して トソ当 た りで値 引 きが行 われ てい る。 繭.系では 以 前 か ら行 わ れ て
い たが,全 農 の前 身 であ る全 購 連 もこれ に対 抗 して,`;「1年ご ろか ら"対 策 費"
と称 して値 引 きを開始 す る よ うにな った 。
価 格 面 以外 の協 調 関 係 と して は,大 型 飼養 需 要 者:確保 の た め企 業的 畜 産 経 営
者 に対 す る全 農 系 と商系 に よ る共 同 出資 が あげ られ る、:
ま た,価 格 面 以 外 で の飼料 メ ーカ ー の農家 に対 すli;i・戦 略 と して は,養 鶏 イ ン
テ グ レー シ ョンの よ うな雛 と飼 料 とのセ ッ ト購 入 な どの他 ,乳 業 メ ー カー系 で
は 原 乳 の 引取 りとセ ッ トで飼 料 を販 売 す る とい う農 家:…芝:配戦 略 が あ る。 全 農 系
も農 協 のル ー トを利 用 して,肉 用 家 畜 の出荷 とセ ッ:トで飼料 購 入 を迫 った り,
ユ6)杉 山 道 雄,前 掲 書,第9章 。
17)浅 海 一 富,前 掲 醤,142{ミー ジo
ユ58(354) ..第 ユ4.9巻
飼料貯蔵用サ イ ロとセ ッ トで飼料購入
要先 の確保 をね らって.いる。 こめよ う.
大競争か ら脱落 した畜産農家 が大量にi
1960年か らユ980年までの20年間に家畜1




:.ii:1迫った りして,農 家 支 配 に よ る飼 料 需
;1:.:.農家 組織 戦 略 の 進展 の一 方 で,規 模 拡
ill生した こ:1とを見 逃 し て は な ら な い。
i:宣…養農 家 戸 数}よ乳 牛 で 約4分 の1,肉 用
i:i';:卵鶏 で約20分の1,ブ μイ ラー で約2
,::.・..1:・れ それ 著 しい減 少 を示 して い る。
ま`1…:=め
1950年代 に おい て,早 く もM:iA協 　;i:によ る飼料 用 穀 物 の大 量 輸 入 ゐ道 が ひ
らかれ.急 速 に輸入穀物飼料 は拡大す る。 とはいえ,こ の時期 は食糧増産 政策
の一貫 としての有畜農家創 出政策 によって,畜 産 飼養農家数が絶対 的に増加 し
た時期 であ り,加工型 畜産 はい まだ点在.一1';5にと どま った。いわば,こ の時期
は加工型畜産の条件整備期 と して位置づ励 ることがで きよ う。
大量の飼料穀物輸入 を前提 に した記 者飼 料産業の発展 に関 しては,総 合商社
の活動 を抜 きに しては語 ることが でき:な:い。飼料用穀物 の民間貿易再開 とほぼ
同時期 に政府 による飼料用穀物 買い上げ事業が発足 したが,こ の事 業の新設の
際 に総合商社 は指定商社 とい う特権 を得 るのである。1960年代 に入 り,養 鶏 部
門を中心 と してイ ンテ グレーシ ョンが!=1本に も導入 され るが,そ の雛 の導入 に
際 して もアメ リカを始め とす る外資系ゴli…:業と彫 韓の総合商社 が提 携 して合弁会
社 等 を設立す るな ど,海 外依存型 の加二]=:::型畜産 の形成 に大 きな役割 を果 た して
い く。
1970年代 は、加工型畜産 が飼料用穀物価 格高騰 や'アメ リカの食 肉輸入 自由化
攻 勢に よって再編 を迫 られ る時期 であ り、.量的 にil広大 して きた配合飼料産業が,
政府 の飼料産 業育成策 によって飼料部門 て….のス クラップ ・ア ン ド ・ビル ド政策
が進行 し,一 層 の集中化が促進 された。それ と同時に,立 地的 に も太平 洋岸 を
中心 とした一部大規模港や政策的 に畜産:振興 を期 す る一部地域 を睨んだ特定地
域(た とえば八戸,志 布 志)へ の集中化=1.1二…はか られて い く.時期 であ る。
加工型畜産と飼料メーカ・一の展開(355)159
日本 の加 工 型 畜産 は大 枠 と しては ア メ リカ の食糧 戦II各の傘 一「「に収 ま りつ つ
,
総 合 商 社 の経 営戦 略 が これ と符 合 しなが ら形 成 して い 、.つた もの とい え るで あ ろ
っ。 しか し,周 知 の よ うに年 ごとに強 ま る.農 産 物 輸 入 自由化 攻勢 と カー ギ ル
社 の志 布 志 進 出 に象 徴 され る外 資 系 企業 の飼 料 部 門 て.の新 た な動 きに よ って,
1980年代 に 入 る と,総 合 商社 や そ の系 列 下 にあ る飼 料 メ ー カ ーは戦 略 の転 換 を
迫 られ,政 府 も.また政 策 転 換 を余儀 な くされ て い く。 こ.二う した わ が 国 の飼 料 産
業 の1980年代 以降 の最 新 の動 きにつ いて は稿 を改 め て分 析 す る予 定 で あ る。
